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河川のモニタリング調査結果の解析・評価手法について 

 

河川のモニタリング調査は、水質や動植物などを調査し、水源環境保全･再

生に係る施策の評価や将来の施策展開の方向性について検討するための基礎資

料を得ることを目的に行っている。 

 

１ 解析・評価手法の考え方 

 水源環境に係る諸施策により、良質な水が安定的に確保されることにより、

河川生物の多様性が向上することが期待される。過去および今回の調査結果を

用いて、水環境の現状を把握し、今後同様のモニタリングを継続することによ

り、時系列で生物多様性の変化を監視・評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ 施策による評価の考え方のイメージ 

1

目的：「良質な水の安定的な確保」

施策による効果について

森林の保全・再生

河川の保全・再生

地下水の保全・再生

水源環境への負荷削減

水量の安定

水質の向上

土砂の安定

水源環境の保全・再生

 

資 料 ２ 

生物の生息 

状況の変化 
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２ 解析・評価に用いる項目について 

解析・評価に用いる項目の例を図２に示した。 

 

 

 

 

 

３ 解析・評価の手法 

河川のモニタリング調査結果及びこれまでの調査結果から、水源環境の現状

を評価する。評価の手法は、河川環境を指標する代表的な種類の分布図、多様

性指数や生物学的水質階級などの各指数、動植物と河川環境（集水域環境、標

高、水質など）との関係等、過去の調査結果も用いて行う予定。 

 

（１）水質の解析・評価 

水質ﾃﾞｰﾀと生物を用いた水質評価（平均スコア法や DAIpo）で解析・評価を

行う。 

 

図２ 解析・評価に用いる項目（案） 

施策効果の評価に用いる項目（案）

施策の効果 評価項目 内 容

水質の向上 水質 水質の変化（ＢＯＤ，窒素、リン
など）

生物を用いた水質評価方法

水源環境の再生
生物多様性の向上

生態系 多様性指数など

豊かな水源環境の指標種（カ
ジカなど）の分布
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水質評価方法：冊子「リバー・ウォッチング 水生生物
でわかる かながわの川」（神奈川県大気水質課発行）の水質判定方法

やパントル・バック法に従い評価しました。

チラカゲ
ロウなど

き れ い ややきれい

サナエトンボ
科など

やや汚れている 汚れている

セスジユスリカなど
ミズムシなど

 
 

図３ 底生動物による水質評価の例 

底生動物を用いた水質評価

評価イメージ（生物・生態系）

森林の保全・再生

平成20年度以降昭和60年代 平成14,15年度

河川の保全・再生

きれい

ややきれい

やや汚れている

汚れている

図４ 底生動物による水質評価の手法 
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図５ 豊かな水源の指標種の例 

 カジカが生息する水源河川
良好な水質

豊富な餌

 底生動物が豊富

良好な河床

 産卵と保育ができる環境

評価イメージ（生態系：指標種）

水源環境の整備

カジカ：環境が良好な渓流に生息し、以前は広く分布していたが、現在は減少しており、県の絶滅危惧II類。

食生活にも取り入れられることがあり（金沢のゴリ料理が有名）なじみ深く、水源環境回復のシンボル
として使える。
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図６ 底生動物を用いた環境評価（平均スコア法＊） 

＊平均スコア法：底生動物の科（Family）に対して水質汚濁などの人為的な影響の弱

いものから強いものへ順に 10 から１までのスコアを与え、出現し

たすべての科のスコアの合計値（総スコア値）を科数で割ったもの。 
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図７ 付着藻類を用いた環境評価（DAIpo値＊） 

＊DAIpo 値：付着性の珪藻類の群集構成から水質評価をする方法。付着珪藻をそれぞ

れの種の汚濁に対する耐性から、好清水性、好適応性、好汚濁性の３生

態種群に分け、群集変化を数値化した。 

DAIpo は 100 点を満点とする評価指数で、100 が最も清浄な水質である

ことを示す。 
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（２）動植物による解析・評価 

 動植物調査結果を用いて、河川環境を指標できる代表的な種類の分布図、

多様性指数、EPT指数などで評価を行い、更に動植物と河川環境（集水域環

境、標高、水質など）との関係から、施策効果との関連を解析する。 

 

 

（平成20年度の調査結果） 

図８ カジカの分布 
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＊多様性指数：生物群集内の種類数と個体数をもとに算出される指数。種類数が多

く、個体数のバラツキが小さい場合に高い値となり、多様性が高い

と評価される。算出方法にはいくつかの手法があるが、ここでは、

シャノンの算定式を用いた。 

図９ 多様性指数＊ 
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＊ＥＰＴ指数：汚濁に弱く砂礫底の河川を代表する、カゲロウ（Ｅ）、カワゲラ

（Ｐ）、トビケラ（Ｔ）の種類数から算出される指数。数値が高い

ほど良好な環境であると評価される。 

 

図 10 ＥＰＴ指数＊ 


